
ホッカイドウ競馬「北海道２歳優駿」の着順の誤審判定について

当該競走において、１着入線の２番「イグナシオドーロ号」を誤って、２
着入線とし、７番「ウインターフェル号」を２着入線のところ１着入線と誤
審判定しました。

■ 経 過
平成３０年１１月１日（木） ２０：００頃
・門別競馬場門別１１レース「北海道２歳優駿（JpnⅢ）」発走

２０：０５頃
・全馬ゴール入線後、決勝審判員が、１着馬、２着馬は写真判定として
着順判定モニター（電子スリット）にて確認をした。
・判定の結果、１着馬を７番、２着馬を２番と判定して着順掲示板に表
示。

２０：０９頃
・着順確定後、着順掲示板の確定ランプを点灯。

２０：１５頃
・着順判定写真（電子スリット）により再確認したところ、誤審判定が
判明。
・誤審判定について、開催執務委員長に報告。

２０：３０頃
・地方競馬全国協会に、本件について報告。

■ 原 因
１着馬と２着馬の着順について、２名の決勝審判員により写真判定を行
ったが、確認不足があった。

■ 払戻金
既に着順が確定し支払われている払戻金については、有効なものとして

取り扱う。
正しい到達順位の払戻金相当額をお支払いする方向で地方競馬全国協会

ほか関係機関と協議していますが、これらの具体的な払い戻し方法などに
ついて、詳細は改めてお知らせの予定。

■ 再発防止
今後の開催に向けた決勝審判の体制については、同様な誤審判定を二度

と起こさないよう、到達順位の判定作業について体制を強化し、再発防止
に努める。


